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東日本大震災の義援金についてのご報告とお礼 

このたびの「東日本大震災」により被災された皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、一日

も早く復旧復興されますよう心からお祈り申し上げます。 
当会では、３月２０日の指導者講習日に義援金募金の「お願いチラシ」を配布し、以後の指導者講

習日（３月２０日・４月２４日・５月２２日）、４月１７日の当会研修会に募金箱を設置し、集まっ

た義援金 ¥266,969-を被災された認可団体の支援に役立てて頂くよう、宮城岳風会経由にて送金い
たしました。 
又、４月１９日に近隣の認可団体にも呼び掛け、総額 ¥800,000-の義援金が寄せられました。こ
れを被災された認可団体の支援に役立てて頂くよう、宮城岳風会経由にて送金致しました。ここに、

ご報告申し上げますとともに、ご協力を頂きました皆様に、お礼申し上げます。 

 
津波に飲み込まれた車両や軽飛行機

新聞スクラップ  仙台空港

以下の資料は東日本大震災の被災者に対する支援活動について総本部よりの問い合わせに対する回答書です。 
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第３５回全国吟詠コンクール 
 近畿決勝大会 ルポ 

 平成二十三年七月三十一日（日）、高槻 
現代劇場に於いて掲題のコンクールが開 
催された。例年の通り、一般一部と一般 
三部が第一会場の大ホールで、幼年の 
部・少年の部と青年の部が第二会場の二 
階展示場で、一般二部が第三会場の三階 
会議室でと、三会場同時進行で午前九時 
三十分に開会され、午後六時過ぎまで熱 
のこもった競吟が繰り広げられた。 

第一会場に着いた時には数人の出場者

が吟を終えていて、会場内は既に観衆の熱

気に溢れていた。 
一般一部の出場者は、吟者として最も脂が乗り切る “三十五才～五
十四才”で、声には艶が有ってこれから益々磨きがかかろうという年令

の先生方であった。 “七十才以上”の一般三部も、流石に予選を勝ち
抜いて出て来られた先生方で、まだまだ年を感じさせない張りの有る声

に加えて、その技量は観衆を魅了していた。 
今年度当日は、コンクール終了頃に一時激しい雨に見舞われたが、ほ

ぼ終日三十度を超える真夏日で、昼食時の外出には日傘など日除け無し

には歩けない程の暑さだった。 
なお例年であれば、この近畿決勝大会の各部上位五名が、東京で開催

される全国大会への出場資格を得るのであるが、今年は東日本大震災の

為、全国大会は取り止めになっている。 

総本部からの顕彰 
以下の先生方に 7月 1日付けで 
総本部より冠稱が贈られました 
おめでとうございます 
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女子出場二十組中準優勝（二位）に輝いた 

 
決勝男子堂々の五位に入賞 

 

２３年度 ふれあいの祭典  ルポ 

前夜の激しい風雨とは打って変わって、清々し

い秋晴れの十月十六日(日)、「ふれあいの祭典」が、

尼崎市総合文化センター・アルカイックホールに

於いて開催された。 

 「ふれあいの祭典」では、例年一組二十名によ

る合吟競吟と県連歴代吟士権者並びに決選出場者

による構成吟が行われている。岳風会からは兵庫

県連合会として、今年は男子が四本組と三本組の二組が、女子が兵庫中央岳風会と姉妹会派との混成組と兵庫東播岳風会単独組の

二組が出場した。男子の三本組出場は五・六年振りである。 

 祭典は例によって「国旗礼拝、国歌斉唱」「連盟歌合吟」で幕を開け、兵庫県知事・尼崎市長(各々代理)と山岡哲山会長の挨拶に

続いて、吟功章受賞者の表彰式が有った後、合吟競吟が始まった。 

男子の出場は十二組で、岳風会三本組は三番目、四本組は六番目の出吟であった。三本組は残念ながら予選で敗退したが、その

差は紙一重で岳風会の名を決して辱めてはいなかった様に思われる。四本組の方は堂々の五位に入賞した。昨年は二位であっただ

けに出吟者にとっては少々心残りであったと思われるが、練習が五回しか出来なかったにしては大したものだ。 

女子の成績は混成チームが出場二十組中、準優勝に輝いた。立派立派。表彰式壇上での代表三

人の顔は晴れ晴れとして、会場からの拍手は暫
しば

し鳴り止まなかった。一方、東播組は一寸したト

ラブルがあり予選敗退となったが、競吟運営にやや疑問が残った。 

競吟合吟の後、いくつかの吟詠と剣詩舞の発表に続いて、“源平の戦”の逸話を採り入れた構

成吟「宝剣流転」が披露された。流石に吟士権者や決選出場者が吟者で、聴く者の心を 虜
とりこ

にす

る素晴らしい構成吟であった。当会からは濱崎加風先生、久田美山さんのお二人が出吟された。 

構成吟の余韻醒めやらぬ内に、役員吟詠、万歳三唱で本年の祭典は終了。後は、いつもの様に、

居酒屋へ集合。祝勝会と反省会を兼ねた懇親会は大いに盛りがった。 

兵庫中央岳風会の入賞者（出吟順） 
一般一部 
 久田雅美さん、横山寿恵さん、菅美恵子先生 
一般三部 
 五十田睦子先生、奥涼子先生 
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奥涼子先生 五十田睦子先生 


